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主論文 

NEAT1 confers radioresistance to hepatocellular carcinoma cells by inducing 

autophagy through GABARAP 

（肝細胞癌におけるNEAT1のGABARAPを介したオートファジーによる放射線抵抗性の 

誘導メカニズム） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は長鎖非コードRNAであるNEAT1がGABARAPを介してオートファジーを促進するこ

とにより、HCCの放射線抵抗性を誘導していることを示した。そのメカニズムとして、

NEAT1v1によって発現誘導されたGABARAPによるオートファジー促進作用が関与しているこ

とを明らかにした。また、GABARAPの発現はHCC患者の全生存率の低下と関連することが示

された。NEAT1やGABARAPを標的とすることで放射線治療の治療成績改善につながる可能性

が示唆された。以上から、本論文は学術水準を高めたものと認める。 

 


